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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期

第３四半期連結
累計期間

第67期
第３四半期連結
会計期間

第66期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 17,599 7,110 23,404

経常利益 (百万円) 1,010 466 1,635

四半期(当期)純利益 (百万円) 675 293 935

純資産額 (百万円) ― 32,456 36,822

総資産額 (百万円) ― 46,452 49,733

１株当たり純資産額 (円) ― 1,930.11 2,021.60

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 37.66 16.76 51.41

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 37.65 ― 51.32

自己資本比率 (％) ― 69.9 74.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 482 ― 1,381

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △451 ― △97

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,699 ― △581

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 1,550 3,218

従業員数 (名) ― 555 544

(注)　１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第67期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有して

いる潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容に

ついて重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 555〔240〕

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は〔  〕内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 363〔164〕

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は〔  〕内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円)

　食品事業 6,021

　化成品事業 278

　不動産事業 ─

合計 6,299

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社グループは受注生産は行っておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円)

　食品事業 6,549

　化成品事業 451

　不動産事業 108

合計 7,110

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　主な相手先別の販売実績およびそれぞれの総販売実績に対する割合については、当該割合が100分の10以上の
相手先がないため省略しております。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

名糖産業株式会社(E00376)

四半期報告書

 4/27



３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社および連結子会

社）が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）におけるわが国経済は、

米国発の金融危機が世界市場に拡がって、世界の実体経済を急速に押し下げるなか、景気後退を余儀なく

されました。また、急速に進んだ円高や消費者心理の冷え込みなどによる内需・外需の減速は、企業の業

績に大きな影響を与えました。 

　当社グループの中核事業の一つである菓子・食品の市場におきましても、高騰した原材料価格がコスト

上昇を招くなか、収益確保に向けた企業間競争が激化して、厳しい経営環境が続きました。 

　こうした情勢のもと、当社グループは、商品の安全性確保や適正表示ならびに品質の向上に引き続き注

力するとともに、お客様の視点に立った商品の開発や積極的な販売促進活動を進めてまいりました。 

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は、7,110百万円となりました。営業利益につきまして

は、生産性の向上や事業活動の効率化に努め、さらに食品事業の商品の内容量の見直しを伴う規格変更な

どを行ってまいりましたが、急激な円高による化成品事業の収益への影響などにより、430百万円となり

ました。経常利益は466百万円となりました。また、投資有価証券に関連して特別利益147百万円と特別損

失46百万円を計上しました。これらにより四半期純利益につきましては、293百万円となりました。 

　

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

　食品事業

 当第３四半期連結会計期間におきましては、主力の菓子部門は重点商品を中心に積極的な営業活動を

展開し拡売に努めました結果、チョコレート類の売上が大幅に伸長し、増収となりました。チョコレート

類では、「アルファベットチョコレート」「ベストアソートチョコレート」などの主力ブランドや新商

品の「和風もちチョコミックス」など、ファミリータイプの商品が売上を大きく伸ばしましたが、「ぷく

ぷくたい」をはじめ各種のエアインチョコレートの売上は減少しました。キャンディ類は、小袋商品など

自社商品は売上を伸ばしましたが、受託商品の売上が減少し、減収となりました。 

　粉末飲料部門は、既存基幹商品を中心として拡売に取り組みました結果、主力の「レモンティー」の売

上は若干減少しましたが、「ロイヤルミルクティー」や「アップルティー」などが売上を順調に伸ばし、

増収となりました。 

　また、主として九州地区で製造・販売している冷菓部門は、自社商品、受託商品ともに売上が減少して、

減収となりました。 

　そのほか、連結子会社の株式会社エースベーカリーは、積極的な営業活動を展開した結果、主力のバウム

クーヘン類などが順調に売上を伸ばし、増収となりました。 

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間の食品事業の売上高は6,549百万円、営業利益は503百万円と

なりました。 
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化成品事業

酵素部門につきましては、海外を主な市場としているチーズ用凝乳酵素「レンネット」および脂肪分

解酵素「リパーゼ」の売上が、取引先の在庫調整や世界的な金融不安に伴う急激な円高の影響もあって、

大幅に減少しました。 

　薬品部門につきましては、ＭＲＩ（磁気共鳴画像）診断用肝臓造影剤『リゾビスト』の原薬である「デ

キストラン・マグネタイト」や、医薬品、写真フィルムなどの原料の「デキストラン」の売上が減少した

ことにより、減収となりました。このような状況下ではありましたが、動物用鉄補給剤「デキストラン

鉄」は増収となりました。 

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間の化成品事業の売上高は451百万円、営業利益は25百万円とな

りました。 

　

不動産事業

不動産事業につきましては、売上高は安定的に推移して108百万円に、営業利益は59百万円となりまし

た。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は46,452百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,281百

万円の減少となりました。また、負債は前連結会計年度末と比較し1,084百万円増加して13,996百万円と

なり、純資産は前連結会計年度末に比べ4,365百万円減少して32,456百万円となりました。この結果、自己

資本比率は69.9％となりました。 

　主な増減要因として、資産の部では投資有価証券が4,283百万円減少し、負債の部では短期借入金が

1,400百万円増加しました。純資産の部では、平成20年５月の200万株の自己株式の消却および平成20年11

月の140万株の自己株式の取得を主因として、自己株式（マイナス表示）が1,002百万円、利益剰余金が

3,426百万円それぞれ減少しました。 

　

(3) キャッシュ・フローの状況

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、第２

四半期連結会計期間末と比較し2,147百万円減少して、1,550百万円となりました。 

　当第３四半期連結会計期間において営業活動の結果使用した資金は、390百万円となりました。資金の主

な増加要因は、税金等調整前四半期純利益567百万円および仕入債務の増加額234百万円であり、主な減少

要因は、売上債権の増加額1,542百万円であります。投資活動の結果使用した資金は、479百万円となりま

した。資金の主な増加要因は、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入479百万円であり、主

な減少要因は、有形固定資産の取得による支出708百万円および定期預金の預入による支出250百万円で

あります。また、財務活動により使用した資金は、1,276百万円となりました。資金の主な増加要因は、短期

借入金の純増加額1,500百万円であり、主な減少要因は、自己株式の取得による支出2,777百万円でありま

す。 

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更および新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は164百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,265,00021,265,000

 東京証券取引所
 （市場第一部）
 名古屋証券取引所
 （市場第一部）

　　　 単元株式数は
　　　 100株であります。

計 21,265,00021,265,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

 旧商法第280条ノ20および第280条ノ21の規定に基づく新株予約権

　

(平成17年６月29日定時株主総会決議)

第３四半期会計期間末現在
(平成20年12月31日)

新株予約権の数（個） 1,604

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類
　　　　　　普通株式
　　　　　　単元株式数は100株であります。

新株予約権の目的となる株式の数（株） 160,400(注)１

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,916(注)２

新株予約権の行使期間
平成19年７月１日から
平成22年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

(注)３

新株予約権の行使の条件 (注)４

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要する

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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(注) １　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整いたします。ただし、かか
る調整は本件新株予約権のうち、当該時点で権利行使していない新株予約権の目的たる株式の数についての
み行われ、調整により生じる１株未満の端数は切り捨てます。
　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率
また、当社が資本の減少、合併または会社分割を行う場合等、付与株式数の調整を必要とするやむを得ない事
由が生じたときは、資本の減少、合併または会社分割の条件等を勘案の上、合理的な範囲で付与株式数の調整
を行います。

２　発行日以後、以下の事由が生じた場合は、払込金額をそれぞれ調整します。
　　①　当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式を発行または自己株式の処分をする場合(新株予約

権の行使の場合を除く。)は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り
上げます。

調整後
行使価額

＝
調整前
行使価額

×
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行株式数

　　　　なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式数から当社が保有する自己株式数を控除
した数とし、また、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読
み替えるものとします。

　　②　当社が当社普通株式につき株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整
により生じる１円未満の端数は切り上げます。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

　　③　当社が併合する場合、会社分割を行う場合、資本減少を行う場合、その他これらの場合に準じて行使価額を調
整する必要が生じた場合は、必要かつ合理的な範囲で、行使価額を適切に調整いたします。

３　自己株式を充当するため資本組入は行いません。
４　①　新株予約権の割当を受けた者は、新株予約権の行使時において、当社ならびに当社子会社の取締役、執行役

員および従業員の地位を有していることを要します。ただし、任期満了による退任、定年退職その他正当
な理由がある場合は、この限りではありません。

　　②　新株予約権の相続は認めないものとします。
　　③　その他の条件については、当定時株主総会および取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の対象者との間

で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところによるものとします。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

─ 21,265 ─ 1,313 ─ 76

　

(5) 【大株主の状況】

　　当第３四半期会計期間において、ザ・エスエフピー・バリュー・リアライゼーション・マスター・ファンド・リミ

テッドおよびその共同保有者であるジーエーエス（ケイマン）リミテッドならびにリクソー・ジャパン・バ

リュー・リアライゼーション・ファンド・リミテッドから平成20年11月18日付で提出された大量保有報告書（変

更報告書）により、平成20年11月11日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の

記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができておりません。 

　なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。 

氏名又は名称 住所 所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

ザ・エスエフピー・バリュー・
リアライゼーション・マスター
・ファンド・リミテッド

英領西インド諸島、ケイマン諸島、
グランドケイマン、ジョージ・タウン、
サウス・チャーチ・ストリート、
ユグランド・ハウス、私書箱309GT
エム・アンド・シー・コーポレート・
サービシーズ・リミテッド内

820 3.86

ジーエーエス（ケイマン）
リミテッド

英領西インド諸島、ケイマン諸島、
グランドケイマン、ジョージ・タウン、私
書箱1043GT
ドクター・ロイズ・ドライブ69、
カレドニアン・ハウス

154 0.73

リクソー・ジャパン・バリュー
・リアライゼーション・ファン
ド・リミテッド

チャンネル諸島、ジャージー島、セント・
ヘリア、エスプラネード18

25 0.12
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式　　　　　　　　
　　　

3,048,400

― 単元株式数は100株であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式

18,118,800
181,188 同上

単元未満株式
普通株式

97,800
― ―

発行済株式総数 21,265,000― ―

総株主の議決権 ― 181,188 ―

(注)　１ 「完全議決権株式(その他)」および「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれ

ぞれ1,900株(議決権19個)および90株含まれております。

      ２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式60株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
名糖産業㈱

名古屋市西区笹塚町二丁
目41番地

3,048,400 ― 3,048,40014.34

計 ― 3,048,400 ― 3,048,40014.34

（注）平成20年10月14日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156

条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議し、平成20年11月11日付で、東京証券取引所の自己株式立会外

買付取引（ToSTNeT-3）により1,400,000株を取得しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 2,450 2,450 2,500 2,200 2,295 2,3202,1201,9801,900

最低(円) 2,070 2,130 1,960 1,921 2,025 2,0151,0401,5311,535

(注)　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)および当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,142 3,228

受取手形及び売掛金 ※２
 5,754

※２
 4,886

有価証券 542 399

商品 0 0

製品 862 635

原材料 1,207 860

仕掛品 350 302

貯蔵品 15 17

その他 224 240

貸倒引当金 △44 △32

流動資産合計 11,055 10,538

固定資産

有形固定資産 ※１
 7,901

※１
 7,175

無形固定資産 95 96

投資その他の資産

投資有価証券 26,463 30,746

その他 1,022 1,261

貸倒引当金 △85 △85

投資その他の資産合計 27,400 31,922

固定資産合計 35,397 39,195

資産合計 46,452 49,733
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,852 2,290

短期借入金 2,500 1,100

未払法人税等 84 95

返品調整引当金 16 16

その他 2,489 2,088

流動負債合計 7,943 5,591

固定負債

繰延税金負債 3,762 5,076

退職給付引当金 2,197 2,144

役員退職慰労引当金 12 95

その他 81 4

固定負債合計 6,052 7,320

負債合計 13,996 12,911

純資産の部

株主資本

資本金 1,313 1,313

資本剰余金 76 77

利益剰余金 32,512 35,939

自己株式 △8,532 △9,534

株主資本合計 25,370 27,795

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,085 9,026

評価・換算差額等合計 7,085 9,026

純資産合計 32,456 36,822

負債純資産合計 46,452 49,733
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 17,599

売上原価 11,430

売上総利益 6,168

販売費及び一般管理費

販売促進費 2,625

運送費及び保管費 896

広告宣伝費 60

給料手当及び賞与 1,165

退職給付費用 69

役員退職慰労引当金繰入額 10

貸倒引当金繰入額 12

減価償却費 67

その他 738

販売費及び一般管理費合計 5,644

営業利益 523

営業外収益

受取利息 46

受取配当金 470

有価証券売却益 107

その他 27

営業外収益合計 652

営業外費用

支払利息 7

固定資産除売却損 15

支払手数料 6

持分法による投資損失 51

為替差損 56

その他 29

営業外費用合計 165

経常利益 1,010

特別利益

投資有価証券売却益 306

特別利益合計 306

特別損失

投資有価証券売却損 99

投資有価証券評価損 70

減損損失 10

特別損失合計 180

税金等調整前四半期純利益 1,137

法人税、住民税及び事業税 409

法人税等調整額 52

法人税等合計 461

四半期純利益 675
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 7,110

売上原価 4,407

売上総利益 2,702

販売費及び一般管理費

販売促進費 1,201

運送費及び保管費 345

広告宣伝費 20

給料手当及び賞与 385

退職給付費用 23

役員退職慰労引当金繰入額 1

減価償却費 23

その他 269

販売費及び一般管理費合計 2,271

営業利益 430

営業外収益

受取利息 14

受取配当金 167

その他 10

営業外収益合計 192

営業外費用

支払利息 4

固定資産除売却損 1

支払手数料 1

持分法による投資損失 59

為替差損 66

その他 24

営業外費用合計 157

経常利益 466

特別利益

投資有価証券売却益 147

特別利益合計 147

特別損失

投資有価証券評価損 46

特別損失合計 46

税金等調整前四半期純利益 567

法人税、住民税及び事業税 196

法人税等調整額 77

法人税等合計 274

四半期純利益 293
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,137

減価償却費 572

減損損失 10

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△
は減少）

△30

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △314

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 89

有形固定資産除売却損益（△は益） 14

受取利息及び受取配当金 △517

支払利息 7

持分法による投資損益（△は益） 51

売上債権の増減額（△は増加） △868

たな卸資産の増減額（△は増加） △619

仕入債務の増減額（△は減少） 562

その他 285

小計 391

利息及び配当金の受取額 514

利息の支払額 △7

法人税等の支払額 △414

営業活動によるキャッシュ・フロー 482

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △249

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

1,298

定期預金の預入による支出 △482

有形固定資産の取得による支出 △1,111

その他 92

投資活動によるキャッシュ・フロー △451

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,400

自己株式の取得による支出 △2,786

自己株式の売却による収入 13

配当金の支払額 △326

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,699

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,668

現金及び現金同等物の期首残高 3,218

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,550
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

　重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）を適用し、評価基準については、主として低価法から

原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更

しております。これによる損益に与える影響はありませ

ん。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明

らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度

に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定

方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減

算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会

計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度

において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　役員退職慰労引当金

当社の役員退職慰労引当金については、従来、役員の退

職慰労金の支給に備えるため、取締役会において決議さ

れた内規に基づく連結会計年度末における要支給額によ

り計上しておりましたが、平成20年６月27日開催の定時

株主総会終結の時をもって役員退職慰労金制度を廃止し

ました。制度の廃止に伴い、役員退職慰労金の打ち切り支

給を同株主総会にて決議し、役員退職慰労引当金残高は

全額取崩し、打ち切り支給額の未払分77百万円を固定負

債の「その他」に計上しております。

２　有形固定資産の耐用年数の変更

法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律　

平成20年４月30日　法律第23号）に伴い、法定耐用年数お

よび資産区分が見直されました。これにより、当社の機械

装置については、従来耐用年数を７～９年としておりま

したが、第１四半期連結会計期間より８～10年に変更し

ております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経

常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ27百

万円増加しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末

(平成20年12月31日)

前連結会計年度末

(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　14,687百万円　　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ　

　　　いては、手形交換日をもって決済処理しておりま

　　　す。

　　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

      の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

      日満期手形が、四半期連結会計期末残高に含まれ

      ております。

　　　受取手形　　　　95百万円　　　　　　　　　　　　　

※１　有形固定資産の減価償却累計額　14,328百万円

※２　　　　　　──────────

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年12月31日現在)

 現金及び預金勘定 2,142百万円

 預入期間が３か月を

 超える定期預金
△592百万円

 現金及び現金同等物 1,550百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)および当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日

　至 平成20年12月31日)

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 21,265,000

　

　

２　自己株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,449,326

　

　

３　配当に関する事項

　 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 327 18.00平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

　

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　当社は平成20年４月30日開催の取締役会決議に基づき、会社法第178条の規定に基づく自己株式の消

却を平成20年５月12日に実施いたしました。この結果、資本剰余金が１百万円、利益剰余金が3,774百万

円、自己株式が3,775百万円減少しております。

　また、平成20年10月14日開催の取締役会決議に基づき、会社法第165条第３項の規定により読み替えて

適用される同法第156条の規定に基づく自己株式の取得を平成20年11月11日に実施いたしました。この

結果、自己株式が2,774百万円増加しております。

　主にこれらの影響により、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金は76百万円、利益剰余金

は32,512百万円、自己株式は8,532百万円となっております。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

食品事業
(百万円)

化成品事業
(百万円)

不動産事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,549 451 108 7,110 ― 7,110

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ 0 0 (0) ―

計 6,549 451 109 7,110 (0) 7,110

営業利益 503 25 59 588 (157) 430

　

　当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

食品事業
(百万円)

化成品事業
(百万円)

不動産事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

15,448 1,828 322 17,599 ― 17,599

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ 1 1 (1) ―

計 15,448 1,828 324 17,601 (1) 17,599

営業利益 502 345 165 1,013 (490) 523

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主な製品など

　　食品事業…………菓子、飲料など

　　化成品事業………薬品、酵素など

　　不動産事業………不動産賃貸、ゴルフ場など

　

　

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日)および当第３四半期連結累計

期間(自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日)

　本邦以外の国または地域に所在する重要な在外支店および連結子会社がないため、該当事項はありませ

ん。

　

　

　

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間(自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日)および当第３四半期連結累計

期間(自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日)

　海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、その記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

1,930円 11銭 2,021円 60銭

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 37円 66銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

37円 65銭

１株当たり四半期純利益金額 16円 76銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない
ため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

(１)１株当たり四半期純利益金額

四半期純利益(百万円) 675 293

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 675 293

普通株式の期中平均株式数(千株) 17,935 17,516

(２)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

四半期純利益調整額(百万円) ─ ─

普通株式増加数(千株) 7 ─

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

─ ─
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

名糖産業株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　稲　　越　　千　　束　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　山　　川　　　　　勝　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　豊　　田　　裕　　一　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている名糖

産業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、名糖産業株式会社及び連結子会社の平成20年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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